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研究成果の概要（和文）：日英早期バイリンガル生徒の各言語のナラティヴコーパスを構築し、①指示語選択、
②結束性について、言語間の影響を中心とした横断研究・縦断研究を行った。①では、複数の要因が関わる再導
入環境にて言語間の影響が顕著であること、モノリンガルとバイリンガルの指示語選択は各種談話語用論的特徴
への依存度が異なること、長期的データでも指示語選択の傾向に変化がないことを確認した。②因果関係中心の
英語と時系列中心の日本語との間に双方向の影響がみられ、縦断研究では双方向の影響が強くなることを示し、
認知レベルの影響の双方向性を確認した。①②から言語間の影響がバイリンガル独自の言語使用を特徴付ける現
象であることを示した。

研究成果の概要（英文）：We constructed a narrative corpus of Japanese-English early bilingual 
students in each language and conducted cross-sectional and longitudinal studies focusing on 
crosslinguistic influences on (1) referential choice and (2) cohesion. We confirmed that (1) 
crosslinguistic effects are more pronounced in reintroduction contests where multiple factors are 
involved, monolinguals and bilinguals' referential choice differs in its dependence on multiple 
discourse-pragmatic features, and that the tendencies in referential choice remains constant after 
two years; and (2) bidirectional effects were found between causality-centered English and 
time-sequence-centered Japanese, and longitudinal studies showed that the bidirectional effects were
 stronger, confirming the bidirectional nature of the effects at the cognitive level. From (1) and 
(2), we showed that crosslinguistic influence is a phenomenon that characterizes bilingualism's 
unique
language use.

研究分野： バイリンガリズム、言語習得

キーワード： バイリンガル児童生徒　日本語と英語　ナラティヴ　言語間の影響　指示語選択　連結表現

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
早期バイリンガルの言語習得において特徴的な言語間の影響に関する理論構築（影響を受けやすい構造やその方
向性、談話コンテクストの特定）とその解釈（発達途上の現象か二言語使用固有の現象か）、ならびに認知レベ
ルでの影響には双方性があり言語使用パターンや事態把握の再構築につながるという可能性を示唆したといえ
る。このように、複数言語環境下で教育を受ける生徒たちの言語・談話能力の特徴を把握する研究として貴重な
知見を提供しており、今後増加が予想されるバイリンガル生徒の言語能力の理解の一助となること、殊に生徒達
の言語能力の評価の考え方に一石を投じることを期待したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

・グローバル化を背景に、国際バカロレアプログラム等で主に英語で主要教科を学び、学外では

日本語を使用する環境で育つ早期バイリンガル児童生徒たちは確実に増えてきており、今後も

更に増加し続けることが予想される。 

・このような状況下で、学校教育の現場や家庭内においてバイリンガル児童生徒の言語能力に関

する正しい理解と、それに基づく適切なカリキュラムや指導方法の開発の重要性は増すばかり

であるが、このような児童生徒達を対象とした言語習得・言語発達研究は極めて少ない。 

・世界的に見ても、早期バイリンガルの発達研究は幼少期に偏っており、学童期さらには青年期

前期の生徒達を対象としたものは限られている。早期バイリンガルの各言語知識ならびに言語

使用が年齢が高くなるに従いどのような特性を持つにいたるのかについて研究はほぼないに等

しい。 

・これまでのバイリンガルの言語習得理論は、構造が似通った欧米諸国の二言語の習得研究に基

づき構築された未完成なものであり、より多様な言語の組み合わせの習得研究が必要である。 

 

２．研究の目的 

・バイリンガル教育環境下（生活言語が日本語、学習言語は主に英語）に育つ、学童期から青

年期にかけての継続バイリンガルにおいて、各言語の談話能力の特徴とその発達プロセスを、

ナラティヴの分析を通して追究する。 児童生徒達の日本語と英語のナラティヴコーパスを構築

し、各言語モノリンガル話者のナラティヴと比較しながら談話能力の発達について横断研究な

らびに縦断研究を行い、彼ら固有の談話能力の特徴を明らかにする。 

・具体的には、日本語と英語とで明らかな相違がある(1)トピック維持（指示語選択）、(2)ナラ

ティヴ構造（結束性）の２領域において、言語間の影響の有無とその方向性、また成長に伴いど

のように変化するのかを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

・前課題「基盤研究（C）(一般)（課題番号：16K02701）」において申請者が同時バイリンガル児

童を対象として行った調査項目・調査方法の一部を青年期の同時/継続バイリンガルの言語分析

に適用した。各言語のナラティヴ談話能力の代表的な指標である(1)トピック維持（指示語選択）

と(2)ナラティヴ構造（結束性）について、バイリンガルと同等の発達段階にある各言語のモノ

リンガルとを比較し、２グループ間の相違について言語間の影響の可能性も含めて分析した。更

に長期的分析に基づきその発達過程を検証した。 

 

４．研究成果 

(1)トピック維持（指示語選択） 

・前課題のトピック維持分析では、各言語のナラティヴにおける指示対象の導入、再導入、維持

の各場面における指示表現選択（名詞句、代名詞、省略）を分析した結果、同時バイリンガル、

早期継続バイリンガルいずれにおいても日本語のナラティヴに英語の影響が観察されることを

確認したが、本課題においては、それが言語処理の複雑さの影響を受けることを確認した。指示

表現選択に複雑な判断を伴う再導入場面（導入と維持の両者の特徴を持ち合わせる）は他に比べ

英語から日本語への強い影響があるという仮説を立て、これを支持するデータを積み重ね

(Mishina-Mori et al 2019, 2021a) これらを踏まえ査読付き国際学術誌にも論文が掲載され

た（Mishina-Mori et al 2024)。談話語用論上の判断を伴う構造は影響を受けやすいという仮説



のより強い根拠づけを提供し、言語間の影響に関する主要な理論構築に貢献した。 

・日本語が優勢言語であるにも関わらず影響の方向性が英語から日本語の一方向であり、すなわ

ち言語ドミナンスに左右されないこと、また、構造上の重複が比較的少ない日本語と英語におい

ても同じ仮説で説明ができることについても再確認し、本研究のデータが言語間の影響に関す

る主要な仮説をより強く支持することが示唆された。 

・特に日本語のナラティヴの再導入場面における指示語選択に注目した分析では、モノリンガル

とバイリンガルとでは複数の談話語用論的特性（前出との近接性や競合する対象の有無など）へ

の依存度が異なることを確認し、バイリンガルの日本語が英語の特性を帯びることを確認した 

(Mishina-Mori et al 2021b)。 

・２年の間隔を開けて同様のデータ収集を行い縦断分析を行った結果、指示語選択の傾向に変化

がみられないことを報告した（Mishina-Mori & Yujobo 2023）。学童期から青年期にかけて、両

言語の使用経験を重ねる中でも指示表現のパターンが一定であることから、バイリンガルがも

つ固有の言語体系である可能性を示唆した。 

・児童生徒を対象とする研究においても言語間の影響に関する仮説を支持する分析結果が得ら

れたことから、幼少期限定の現象ではないことを再確認した。より年齢の高い言語使用者にも生

ずることから、言語間作用の要因として言語処理上の特性についても考察した。 

 

(2)ナラティヴ構造（結束性） 

・前課題において、結束性（因果関係、時系列による出来事間の連結）について、２年間の間隔

を開けた長期的データに基づき言語間の影響とその経年変化を追跡調査した結果、第 1回、第 2

回調査時のタイミングにおいても双方向の言語間の影響が観察され、さらに第 2 回では両言語

間の特徴の違いが小さくなっていることを指摘した(Mishina-Mori et al 2017, 2018b)。今回

の課題では更にデータを追加し、上記仮説を確認している（Mishina-Mori et al 2019）。 

・このように、事態把握（同じ状況をどのように概念化するか）の影響が強く表れる言語使用に

おいては双方向の影響がみられ、さらには表現方法の再構築が生じる可能性を提示した。 

 

(3)その他 

・同じく事態把握の観点から、移動表現における二言語間の影響についても分析を始めており

(Mishina-Mori & Yujobo 2024)、今後更に進める予定である。移動表現のうち方向性が動詞以外

の要素に表れる傾向にある英語（satellite-framed）と動詞にその意味が含まれる日本語（verb-

framed）とが併存することで、双方向の影響がみられれば上記(2)と同様の結論が得られること

になり、言語間の影響の理論構築に貢献することになるだろう。 

 

以上、本課題では、(1)指示語選択の分析から、早期バイリンガルの言語習得に特徴的な言語

間の影響に関する理論構築（影響を受けやすい構造の特定や影響の方向性）に先行研究がほぼな

い言語ペアのデータで貢献し、また(2)結束性の分析から、認知レベルで生じると考えられる影

響は双方向性を示す傾向にあり、ナラティヴ構造の再構築につながるという考察を得ることが

できた。このように、複数言語環境下で学ぶ児童生徒たちの言語能力の特徴を把握する研究とし

て貴重なデータを提供しており、今後ますます増加するであろうバイリンガル児童生徒の言語

能力の理解を支え、更なる研究を促すこと、そして生徒達の言語能力の評価に対する考え方に影

響を与えることが期待される。 
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